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令和元年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要（全体）

中部様式1

豊川市地域公共交通会議

【協議会】
平成２１年２月１３日設置

【全体計画】
平成２３年３月 豊川市地域公共交通総合連携計画 策定
平成２８年３月 豊川市地域公共交通網形成計画 策定

【フィーダー系統】
平成３０年６月 豊川市生活交通確保維持改善計画 策定



1.協議会が目指す地域公共交通の姿 （Plan） 2

（１）地域の特性
豊川市コミュニティバスは、合併
した旧１市４町の地域の平準を図
る目的で、平成２３年１１月に９路
線で運行を開始。平成２４年１０月
に１路線加え、今日に至るまで１０
路線で市内の移動手段を確保。

（２）基本方針

①市域全体の一体性を高める路線
と地域に合った路線を、それぞれ
の役割に応じたサービスで運行

②公共交通の利便性を高め、移動
制約者が移動しやすい交通体系

③行政、交通事業者、市民・地域・
利用者が、それぞれの役割により
協働で公共交通を支える仕組み
づくり

④定期的な公共交通の評価の実
施、継続的な路線の見直し・改善

豊川市内 鉄道・バス路線の概要図

（鉄道） ＪＲ東海道線・飯田線
名鉄名古屋本線・豊川線

※（地域間幹線系統補助対象路線）
豊鉄バス新豊線・豊川線
（フィーダー系統補助対象路線）
豊川国府線・千両三上線・ゆうあいの里小坂井線・音羽線・御津線・本宮線のん

ほい号



2.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do） 3

【利用促進策】

（１）標準的なバス情報フォーマット作成
・豊川市単独予算で、豊川市コミュニティバスだけ
でなく、豊鉄バス新豊線・豊川線（幹線）のＧＴＦＳ
データ作成に着手。令和２年３月公開予定。

（２）夏休み路線バス探検キャラバン

・令和元年８月、小学生以下とその保護者を対象と
した豊鉄バス（幹線）の体験乗車会やバスとの綱引
き対決など、バスに親しむイベントを実施。

（３）夏休み小学生５０円バス

・運行事業者及び東三河８市町村と連携し、夏休み
期間中の小学生のバス運賃を一律５０円とする
キャンペーンを実施。

（４）豊鉄バス（幹線）の地域密着型時刻表配布協力
・豊鉄バスが作成した地域密着型時刻表について、
本市でも積極的に配布協力。

（５）豊川市コミュニティバス体験乗車会・乗り方教室
・令和元年５月、豊川市民まつり「おいでん祭」でコミ
ュニティバス体験乗車会を新規実施。

【調査・検討】

（１）デマンド型交通への転換シミュレーション
・既存バス路線をデマンドタクシーに転換した場合
の収支シミュレーションを実施。

（２）睦美・三上デマンドタクシー実証実験運行
・本市におけるデマンド型交通導入の可能性につい
て調査することを目的とした実証実験運行を開始。
（期間：令和元年１０月～令和２年３月）

（３）地域公共交通網形成計画（令和３年度更新）
・現在の豊川市地域公共交通網形成計画（計画期
間：平成２８年～令和２年度）と路線の評価を実施
し、次期計画と路線の方針を整理。

夏休み路線バス探検キャラバン
豊鉄バスとの綱引き対決の様子

ハートフル号を使用した
体験乗車会の様子



（形成計画で定める評価・改善スケジュール）

43.計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）

（１）評価の考え方、スケジュール
①毎年の基幹路線の評価

・運行ダイヤ、運行ルート、バス停位置等の軽微
な見直しを目的とする評価は、利用者数、収支
率実績で評価・改善。

②抜本的な改善のための基幹路線の評価

・サービス水準も含む運行ルートの見直しを目的
とした評価は、スケジュールに基づき令和元年
度に実施。利用者数、収支率実績及び平成３０
年度に実施したアンケート調査結果に基づき、
総合的に評価・改善。

（２）形成計画の数値目標及び実績

形成計画で定める数値目標
平成30年度

目標

平成30年度
実績

（達成度）

令和２年度
計画最終年度

目標

目標１ 市内を運行するバス路線の利用者数の増加 １２万人/年 １０．４万人
（８７％）

１３万人/年

目標２ 公共交通の利便性の市民満足度の向上 ５１％
４０．２％
（７９％）

５２％

目標３ 地域主体で検討したバス路線の運行実施地域数の増加 ５地域
４地域

（８０％）
６地域

目標４ 市内を運行するバス路線の収支率の向上 １６％
１１．４％
（７１％）

１７％

③毎年の地域路線の評価
・利用者数、収支率実績で評価・改善。

（考察）特に達成度の低い収支率の数値目標について、運転手不足等を背景とした運行経費の上昇を
少しでも抑制するため、効率的な路線構築に向けた検討が必要。



53.計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）

（２）路線別の形成計画の数値目標及び実績

路線

沿線人口
合計
Ａ（人）

日平均
利用者実績
Ｂ（人/日）

利用率
Ｃ=Ｂ/Ａ
（％）

（※）利用人数
目標達成度

D=C/0.34%
（%）

収支率
Ｅ（%）

収支率
目標達成度
F=Ｅ/17％
（%）

豊川国府線 27,163 31 0.11% 34% 8.5% 50%

千両三上線 12,347 34 0.28% 81% 16.9% 99%

ゆうあいの里小坂井線 28,325 33 0.12% 34% 15.8% 93%

一宮線 12,959 39 0.30% 89% 9.4% 55%

音羽線 24,837 33 0.13% 39% 13.6% 80%

御津線 21,898 24 0.11% 32% 9.5% 56%

つつじバス 4,838 27 0.56% 164% 13.0% 76%

ハートフル号 13,225 11 0.08% 24% 4.4% 26%

本宮線のんほい号 11,458 27 0.24% 69% 8.4% 50%

ごゆりんバス 7,809 22 0.28% 83% 12.4% 73%

全体 110,548 281 0.25% 75% 11.4% 67%

（豊川市コミュニティバス 令和２年度（計画最終年度）利用者数及び収支率目標達成度）

（※）
路線沿線人口に
差があるため、
沿線人口あたり
の日平均利用率
達成度で評価。
計画最終年度に
おける利用者数
目標13万人を達
成するために
は、沿線人口あ
たり日平均利用
率
０．３４％の達
成が必要。

（豊川市コミュニティバス 全１０路線の利用者数推移）
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63.計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）

（３）アンケート調査結果に基づく路線ネットワーク全体の評価

②バス路線と移動ニーズ（ベクトル）の評価

・バス路線のベクトルと移動ニーズのベクトルの向
きは、一部一致していないものの、乗り継ぎや病
院の無料巡回バスで行くことが可能。

【（例）バス勢圏とよく行く病院の抽出】

単位：人

豊川市民
病院周辺 総合青山

病院周辺

（４）アンケート調査結果に基づく市民・地域・利用者視点（中学校区別）の全体的な評価

・「運行本数」、「乗継利便性」に対する不満が目立っていた。（特に市中心部以外の中学校区）
・バス路線維持のための税金負担の考え方は、現状並みがよいとする意見が目立っていた。

①バス路線と移動ニーズ（目的地）の評価
・バス路線のバス勢圏（半径300～500ｍ）内に、

概ね８割超の移動ニーズ（目的地）が含まれて
いる。

【バスで直接移動できない移動ニーズの抽出】

（考察）現行の税金負担範囲内で、乗継の利便性を確保しつつ、市中心部以外の中学校区での増便を
意識し、幹線とフィーダー系統の並走解消や利用率の低い区間の減便や廃止の検討が必要。



4.自己評価から得られた課題と対応方針 （Act） 7

【課題】

１．現在の市内バス路線網の骨格は移動ニーズに概ね合致しているものの、利用者数及び収支率
目標の達成度合いは路線ごとに差があり、バスに対する意識は中学校区ごとに差がある。

２．バス路線維持のための税金負担について、現状並みが良いとする意見が多くを占めるなかで、
「運行本数」や「乗継の利便性」に対する不満が、特に市中心部以外の中学校区で目立っている。

【対応方針】

１．路線ごとに目標達成度合いが異なることから、市内バス路線網の骨格を維持しつつ、中学校区
ごとの不満を加味しながら、達成度合いに応じた見直しを実施。
（例：「目標達成度が高い路線は軽微な見直し」、「目標達成度が低い路線は大幅見直し」など）

２． 現行の税金負担範囲内で、乗継の利便性を確保しつつ、市中心部以外の中学校区での増便を
意識し、幹線とフィーダー系統の並走解消や利用率の低い区間の減便や廃止を検討。

（※）路線ごとにデータを可視化し、改善ポイントを明確化

・幹線とフィーダー系統の並走解消
・利用率に応じたダイヤ改正（減便・廃止）
・市中心部以外の中学校区の増便 など



8

令和元年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要（経緯）

中部様式2

豊川市地域公共交通会議

平成２１年２月１３日設置

フィーダー系統 平成３０年６月 確保維持計画策定



1.直近の第三者評価の活用・対応状況 9

直近の第三者評価委員会
における事業評価結果

事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容）

今後の対応方針

共通ゾーンや豊川市１日フ
リー乗車券の認知度向上を
図り、利用促進事業を着実
に行い、利用者数が増加し
ていることについて評価。
また、路線バス探検キャラ
バンなど将来の利用者獲得
に向けての利用促進策を着
実に実施している点を評価。
次期公共交通網形成計画の
策定に向け、各種アンケー
ト調査結果を活用した地域
のニーズに合った路線体系、
公共交通ネットワークが構
築されることを期待。
引き続き、認知度アップや
広域幹線利用の利進に取り
組むことを期待。

次期地域公共交通網形成計
画策定のため、交通に関す
る現状の評価と課題の整理
を行い、次期計画及び路線
の方向性について検討。
広域幹線の利用促進は、豊
川市単独予算で、コミュニ
ティバスのみならず、豊鉄
バス新豊線・豊川線（幹
線）のＧＴＦＳデータ作成
についても新規で着手（令
和２年３月公開予定）する
とともに、「夏休み路線バ
ス探検キャラバン」、「夏
休み小学生５０円バス」、
「豊鉄バス（幹線）地域密
着型時刻表の配布協力」を
継続実施。

各種アンケート調査結果な
どを踏まえて次期形成計画
及び路線案を作成し、令和
３年３月の計画策定及び令
和３年１０月からの新路
線・新サービス水準での運
行開始を目指し、公共交通
会議で本格的な協議を開始
するとともに、パブリック
コメントや地元説明会等の
各種調整に着手。また、左
記幹線利用促進策を継続実
施しつつ、幹線・フィー
ダー系統の並走解消などに
ついて検討し、効率的で持
続可能な公共交通ネット
ワークを再構築。



2.アピールポイント 10

【利用促進策】

（１）標準的なバス情報フォーマット作成（新規）

・豊川市単独予算で、豊川市コミュニティバスだけで
なく、豊鉄バス新豊線・豊川線（幹線）のＧＴＦＳデー
タ作成に着手。令和２年３月公開予定。

（２）豊川市コミュニティバス体験乗車会・乗り方
教室 （新規）

・「ジャンボタクシーの乗車方法等についての講義」、
「ワークショップ形式でのマイ時刻表の作成」、
「ジャンボタクシーの体験乗車会」の３部構成で乗
り方教室を実施。

豊川市コミュニティバス乗り方教室の様子

【調査・検討】

（１）デマンド型交通への転換シミュレーション
・既存バス路線をデマンドタクシーに転換した場合
の収支シミュレーションを実施。

（２）睦美・三上デマンドタクシー実証実験運行
・本市におけるデマンド型交通導入の可能性につい
て調査することを目的とした実証実験運行を開始。
（期間：令和元年１０月～令和２年３月）

（３）幹線利用促進策の実施（継続）
・夏休み路線バス探検キャラバン
・夏休み小学生５０円バス（※）
・幹線（豊鉄バス）の地域密着型時刻表の配布協力

夏休み小学生５０円バスチラシ（抜粋） 整理券ラリー賞品

（※）参加特典として東三河７市町の体験型賞品が
当たる整理券ラリーを合わせて実施。 （新規）


